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 Higashi-Osaka is a town of a thing industry famous also for Japan. The rows of houses in which many small 
factories in town are here are the features. However, by superfluous inflow of new population, confrontation of a 
factory occurs with residents and a small factory in town is declining gradually in recent years. This project 
considers a small factory in town and the place of residents' new encounter.  
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１．設計趣旨	 
	 東大阪は日本有数の産業集積地である。街には多くの町工場が散在し、この風景が市の固有性を形
成してきたことは言うまでもない。しかし近年、新たな人口の過剰な流入に起因する住工の軋轢な
どによって、町工場は次第に減退しつつある。そこで、本計画では、町工場と人の新たな接点とな
るような契機の場を構想する。  
2．東大阪市が抱える今日的課題	 
	 東大阪は総数6000もの工場を抱える日本有数の産業集積地である。しかし、これらの工場の大半
は従業員数20名未満の小さな町工場で構成されるため、他の産業都市とは明らかに異なった、町工
場の散在する固有の町並みが広がっている。	 
	 市の町工場の約半数を占めるのが所員数1〜3名の零細工場である。市の主流な業種である金属製
品や生産用機械器具、プラスチック製品などを生業としてきた企業の大半はこの零細工場に当た
り、これらの企業は自社工場を所有せず、貸工場を	 苗床として成長を遂げてきた。	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 昨今、市への過剰な人口流入に起因する諸問題(宅地化に伴う地価の上昇や住工の混在がもたらす
様々な軋轢)によって、貸工場は徐々にその数を減らしつつある。そこで、本計画では貸工場を担
保する新たな場を構想する。	 
 
3．敷地	 
	 荒本地区は2つの高速道路がすぐ脇を掠める市の中心部に位置し、界隈には市庁舎、図書館、博
物館、府営住宅などの公共施設が立ち並ぶ。敷地は荒本駅から徒歩8分程の場所に位置し、市庁舎や
図書館、博物館などを経由したアクセスが可能である。さらに、高速道路へのアクセスも容易であ
ることから、遠方からの車での来場者も見込むことができる。	 
	 70年代後半、荒本地区には高速道路の整備に伴う公共事業の一環で数多くの労働者住宅が建設さ
れ、町工場などの豊富な	 労働環境を有する既存エリアとは共存関係にあった。しかし90年代、市
庁舎の新設などの一帯の再開発によって、既存エリアを度外視したような巨大な公共施設群が乱立
することとなる。	 
	 この町工場が数多く残存する既存エリアと再開発エリアの境界に位置し、住工の混在がもたらす
様々な軋轢や既存エリアを度外視したような心無い開発への懸念から開発が頓挫してしまっている
のが本計画の敷地である。	 
	 現在、敷地は21000m²の空地となっている。南側には再開発エリアのすでに竣工した高さ98mにの
ぼる公共住宅群が立ち並び、北側には既存エリアの町工場が散在する町並みが広がる。敷地は再開発
エリアと既存エリアの軋轢がもたらした負の遺産である。ここには両エリアを再び結ぶもの、すな
わち、町工場と人の新たな接点となるような場が求められる。	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